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　 ●屋根面の歩行は原則控え、やむを得ず歩く場合は、本体の中心部を歩くように注意してください。なお、棟包

　 　 みやけらば包み、ジョイント部などの上には絶対に乗らないようにしてください。

　 ●壁面などを塗装する場合は、必ずシートなどで屋根面を汚さないように養生してください。

　 ●他の構築物や取付金具などを施工する際に生じた、汚れ、ゴミ、屑などは掃除してください。

　 ●屋根面で他の構築物や取付金具などを施工する際に切り粉がでる切断は行わないでください。また、ハサミ

　 　 などで切断した鉄板の切り屑、釘などをそのまま屋根面に放置しておくともらい錆の原因となります。切り屑、

　 　 釘などは完全に除去してください。

　 ●屋根各部に小動物が侵入する穴が残っていないか点検し、もしあれば対策を立ててください。

　８－１２　施工後の注意事項

　８－１３　太陽光発電パネル設置をご検討のお客様へ

　 太陽光パネルを設置可能です。

　　１）カナメソーラーグリップ

　 　 ●太陽光発電パネル設置の際は、事前に株式会社カナメの施工研修を受講し、同工法の施工ＩＤを取得

　 　 　 してください。

　 　 ●カナメソーラーグリップ工法で太陽光発電パネルを設置する場合、下地強度、留付ビス、留付間隔など

　 　 　 の特殊な施工基準が定められています。同工法の施工基準を遵守し、正しく施工してください。

　 　 　 詳細は下記にご相談ください。

　 　 　 ＜株式会社カナメ＞

　 　 　 ・本社　　ソーラー事業部

　 　 　  栃木県宇都宮市平出工業団地３８－５２　ＴＥＬ　０２８－６６３－６３００

　 　 　 ・東京支店 　

　 　 　  東京都台東区浅草橋１－３４－１０　稲垣ビル４Ｆ　ＴＥＬ　０３－６８６６－００９１

　　２）PVA-ATスライド

　　　●PVA-ATスライド工法で太陽光発電パネルを設置する場合、架台メーカーのニイガタ製販株式会社の

　 　　　独自の施工基準が定められています。

　　　　 詳細は下記にご相談ください。

　　　　 ＜ニイガタ製販株式会社＞

　　　　 ・本社

　　　　　新潟県三条市下保内反中２６７－１　ＴＥＬ　０２５６－６４－８５５５

８

飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い

施工してください。

注　　意

９　センタールーフ標準施工法

＜納まり詳細図＞

納まり詳細図　センタールーフ共通事項  ９－　１

  ９－　２

  ９－　３

納まり詳細図　横暖ルーフαＳ

納まり詳細図　横暖ルーフＳ

本章では横暖ルーフαプレミアムＳ、横暖ルーフαＳ窯変、横暖ルーフαＳを「横暖ルーフαＳ」、横暖ルー
フプレミアムＳ、横暖ルーフＳ、横暖ルーフＳ１８２０を「横暖ルーフＳ」と表記しております。
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９－１　納まり詳細図

センタールーフ共通事項

 　１）付属部材のつなぎ方

 　２）付属部材の取り合い・加工

 　４）本体のつなぎ方

 　５）雪止め金具の施工方法

　 ７）センター換気棟

　 ８）片流れ用換気棟

 　３）本体の葺き方
①階段葺き

②一文字葺き

①施工のポイント

②下地の開口

③センタールーフ・笠木の施工

④ベース・カバーの施工

①ウィング

②アングル

①けらば唐草

②軒先唐草

③棟包み２１０

④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

④壁水切（棟－流れ）

 　６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法
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９－１　納まり詳細図

センタールーフ共通事項

 　１）付属部材のつなぎ方

 　２）付属部材の取り合い・加工

 　４）本体のつなぎ方

 　５）雪止め金具の施工方法

　 ７）センター換気棟

　 ８）片流れ用換気棟

 　３）本体の葺き方
①階段葺き

②一文字葺き

①施工のポイント

②下地の開口

③センタールーフ・笠木の施工

④ベース・カバーの施工

①ウィング

②アングル

①けらば唐草

②軒先唐草

③棟包み２１０

④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

④壁水切（棟－流れ）

 　６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法

センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ①けらば唐草

50

50

斜線部分を切断します。8

50

捨てシーリング

重ね代はぜ部分を切断します。

はぜ折り部分を軽く立ち上げて

おくと、重ねやすくなります。

50

重ね代のはぜ折り部分を

軽くつぶします。

50

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

●けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断してつなぎます。

●重ねの下になる棟包みの端部は、図の

　 斜線部分を切断してつなぎます。

●重ね代部分に、シーリングでビードを３本作り

　 棟包み２１０をかぶせます。

②軒先唐草

③棟包み２１０

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

けらば唐草

軒先唐草

軒先唐草

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

棟包み２１０
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構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

水上側

●段付けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断し、水上側を水下側へ差し込みます。

水下側
50程度

5程
度

50程度

差し込む
水上側 水下側

●水上側の隅棟捨て板の返し部分の端部１００㎜程度を写真のように内側につぶし、水上側を水下側へ差し

込みます。

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

　 水上側の捨て谷８０を図のように加工し、水上側を水下側へ差し込みます。

水上側

水下側

差し込む

水上側 水下側

100程度

水下側
水上側

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。写真はイメージです。

40程度

15
程

度

40程度

水上側

水下側

切り取る

内側につぶす
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構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

　１）付属部材のつなぎ方 ④段付けらば唐草

⑤捨て谷８０

⑥隅棟捨て板

　１）付属部材のつなぎ方

　１）付属部材のつなぎ方

水上側

●段付けらば唐草端部から５０㎜程度を斜めに切断し、水上側を水下側へ差し込みます。

水下側
50程度

5程
度

50程度

差し込む
水上側 水下側

●水上側の隅棟捨て板の返し部分の端部１００㎜程度を写真のように内側につぶし、水上側を水下側へ差し

込みます。

●斜線部分を切断して図のように納めてつなぎます。

　 水上側の捨て谷８０を図のように加工し、水上側を水下側へ差し込みます。

水上側

水下側

差し込む

水上側 水下側

100程度

水下側
水上側

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。写真はイメージです。

40程度

15
程

度

40程度

水上側

水下側

切り取る

内側につぶす

２）付属部材の取り合い・加工 ①棟包み２１０端部（けらば唐草使用時）

けらば唐草に
巻き込みます

点線部で
折り曲げます

斜線部分を
切り取ります

40～50

シーリング

隅棟（例：棟包み２１０）

大棟（例：棟包み２１０）

20
10

シーリング

「流れ」 「棟」

手順②

点線部分で下に折り曲げます。

●けらば唐草を使用して納める場合は、棟包み端部を現場加工してください。

手順①

重ねの下になる棟包みの端部を

図の斜線部分で切り取ります。

手順③

折り曲げた部分の下端を

けらば唐草に巻き込みます。

手順①

斜線部分を切り取ります。

●棟包みどうしが重なるように端部を加工して

　 納めます。

●つなぎ部分には必ずシーリングを施工して

　 ください。

手順①

斜線部分を切断し、棟側の壁水切を折り曲げて

納めます。（斜線部分は勾配により異なります。）

手順②

つなぎ部分には必ずシーリングを施工します。

②軒先唐草＋けらば唐草

③大棟－隅棟

④壁水切（棟－流れ）

切り取る

手順②

けらば唐草端部の下がり部分を

折り曲げます。

手順③

けらば唐草を軒先唐草の上に

重ねてください。

けらば唐草

軒先唐草

けらば唐草

軒先唐草
折り曲げる

軒先唐草

けらば唐草

棟包み２１０ 切り込み

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

２）付属部材の取り合い・加工

折り曲げる

※付属部材のつなぎ方はあくまで一例です。現場の状況に応じて適宜ご対応ください。

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

センタールーフ

切り取る
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センタールーフ

３）本体の葺き方 ①階段葺き

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④'

3030

①'
②'

③'

①

④’

②’

③

3030

30303030

④

③

①

②

③’

3030

④

3030

①’
②

●端材の寸法を優先して使うことにより、ロスの少ない施工が可能です。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

●端材のロスが比較的多くなりますが目地を揃える施工が可能です。一段おきに本体のつなぎができます。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

３）本体の葺き方 ②一文字葺き

●通し捨て板（現場加工）を下に敷くこともできます。通し捨て板を使用する場合は以下の点にご注意ください。

　 ①通し捨て板の固定は吊り子を使用します。

　 ②通し捨て板には本体・付属部材固定用の釘・ビスなどで孔をあけないようにします。

3030 3030 3030

本体の接合部

通し捨て板
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センタールーフ

３）本体の葺き方 ①階段葺き

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④'

3030

①'
②'

③'

①

④’

②’

③

3030

30303030

④

③

①

②

③’

3030

④

3030

①’
②

●端材の寸法を優先して使うことにより、ロスの少ない施工が可能です。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

●端材のロスが比較的多くなりますが目地を揃える施工が可能です。一段おきに本体のつなぎができます。

※本体の横つなぎ目地が流れ方向で重ならないよう、以下の方法で配置してください。

３）本体の葺き方 ②一文字葺き

●通し捨て板（現場加工）を下に敷くこともできます。通し捨て板を使用する場合は以下の点にご注意ください。

　 ①通し捨て板の固定は吊り子を使用します。

　 ②通し捨て板には本体・付属部材固定用の釘・ビスなどで孔をあけないようにします。

3030 3030 3030

本体の接合部

通し捨て板

４）本体のつなぎ方

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

調整

3程度

調整

2　程度

●センタールーフ本体は左から右へ葺いていきます。また本体どうしのつなぎは重ね合わせのみです。

センタールーフ

軒先

センタールーフ

●緩勾配で捨て板を使用する場合は、Ｐ２０７をご確認ください。

●つなぎの下になる本体を施工後、図１のように施工します。図１で施工できない場合は図２のように

　 施工します。

つなぎの上になる本体を下の本体に

かぶせるようにスライドさせます。

軒先側 軒先側 

押さえ付けながら、 
嵌合させる 

軽く持ち上げておき、
折り返し部を差し込む 

図１ 図２

上になる本体の軒先側は嵌合できるように上から押さえ、

釘打ち側は軽く持ち上げておき、一気に軒先側は嵌合させ、

釘打ち側は上の本体の折り返し部を下の本体の折り返し部に

差し込みます。

　

●横暖ルーフαＳは左右の断熱材を突き合わせてつなぐ設計となっています。　

　 断熱材を突き合わせて施工してください。横暖ルーフと横暖ルーフαＳでは隙間寸法が異なります。

　

センタールーフ

施工イメージ（近景） 施工イメージ（UP） 裏面イメージ

●横暖ルーフの横つなぎは本体釘打ち部の左右隙間が３㎜程度

になるように調整して施工してください。
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５）雪止め金具

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

（455）

垂木芯

軒桁

屋根勾配

垂木芯垂木芯垂木芯垂木芯

（455）（455） （455） 垂木ピッチ

千鳥で配置

軽く持ち上げる

垂木芯

60

40

40

軽く持ち上げる

垂木芯

60

 ①ウイング  ②アングル

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のように軒桁の上を１段目とし、千鳥に配置しま

   す。

●取付間隔は垂木に合わせます。

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体　

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のようにL型アングル（現場調達）を取り付け、

　 ビスで固定します。

（３本留め）
（３本留め）

センタールーフ

センタールーフ

●雪止め金具は、先付け施工です。後付けはできません。
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５）雪止め金具

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

（455）

垂木芯

軒桁

屋根勾配

垂木芯垂木芯垂木芯垂木芯

（455）（455） （455） 垂木ピッチ

千鳥で配置

軽く持ち上げる

垂木芯

60

40

40

軽く持ち上げる

垂木芯

60

 ①ウイング  ②アングル

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のように軒桁の上を１段目とし、千鳥に配置しま

   す。

●取付間隔は垂木に合わせます。

●雪止め金具の取付位置は必ず垂木の直上に配置

　 します。

●雪止め金具を設置するセンタールーフ本体の折り

　 返し部分を幅６０㎜程度軽く持ち上げます。

●雪止め金具の折り返し部分をセンタールーフ本体　

　 の持ち上げた部分に奥までしっかり差し込みます。

●雪止め金具を垂木に留め付け、上段のセンター

　 ルーフ本体を通常施工通りにかぶせます。

●図のようにL型アングル（現場調達）を取り付け、

　 ビスで固定します。

（３本留め）
（３本留め）

センタールーフ

センタールーフ

●雪止め金具は、先付け施工です。後付けはできません。

６）棟包み２１０ 屋根勾配と桟木寸法

●棟包み２１０の適用範囲は、棟包み２１０の内側に桟木が入る勾配となります。

●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフの

　 種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

105
30

15 A
桟木

棟包み２１０の適用範囲

Ａ　－　桟木寸法（横）　＞　０㎜

Ａ：棟芯から桟木端部までの寸法

１０：センタールーフの立ち上げや下葺材の重ね代

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフＳ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフαＳ

30（縦）×40（横） 45×45 50×50

※　Ａ：小数点以下切り捨て

10

例：屋根材が横暖ルーフαＳ、桟木寸法が４５×４５㎜の場合

10
2.5

部は棟包み２１０が使用できません。現場調達となります。

10
10

10

105

10

10
5

２．５寸勾配

95

83

95

50

棟包み２１０

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

１０寸勾配

センタールーフ
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７）センター換気棟 ①施工のポイント

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■大棟部：センター換気棟９０９と１８１８

センター換気棟を使用する場合は、大棟全体がP２２１～２２３の納まりとなります。桟木のサイズ、施工手順

がセンター換気棟を使用しない場合の納まり（P２３９、２５７）と異なります。

９０９タイプ

１８１８タイプ

本体付属部品 換気棟エンドキャップ
(別売)

ベース取付ビス(φ4×32）：6本

カバー取付ビス（φ4×16）：6本

ベース取付ビス（φ4×32）：12本

カバー取付ビス（φ4×16）：10本

換気棟ジョイント
(別売)

９０９タイプ

１８１８タイプ

有効換気口面積（㎝²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

９０９タイプ

カバー・ベース 側面図

ベース

カバー

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●センター換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●センター換気棟は切断しないでください。

●センター換気棟どうしの接続部や棟包みとの接続部には十分な防水対策を行ってください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による住宅工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

●センター換気棟は２．５～１０寸までの屋根勾配に使用します。

●出荷段階ではカバーは、２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してから

　 ご使用ください。

　

センター換気棟は大棟専用です。隅棟には使用できません。

１１８．８

２３７．５

１９．０

３８．０
０．３５

防水シール材

防水シール材

１８１８タイプ

出典：（独）住宅金融支援機構住宅工事仕様書より抜粋

センタールーフ

長さ：2,727㎜

９０９タイプ：909㎜

１８１８タイプ：1,818㎜

棟包み２１０
(別売)
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７）センター換気棟 ①施工のポイント

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■大棟部：センター換気棟９０９と１８１８

センター換気棟を使用する場合は、大棟全体がP２２１～２２３の納まりとなります。桟木のサイズ、施工手順

がセンター換気棟を使用しない場合の納まり（P２３９、２５７）と異なります。

９０９タイプ

１８１８タイプ

本体付属部品 換気棟エンドキャップ
(別売)

ベース取付ビス(φ4×32）：6本

カバー取付ビス（φ4×16）：6本

ベース取付ビス（φ4×32）：12本

カバー取付ビス（φ4×16）：10本

換気棟ジョイント
(別売)

９０９タイプ

１８１８タイプ

有効換気口面積（㎝²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

９０９タイプ

カバー・ベース 側面図

ベース

カバー

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●センター換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●センター換気棟は切断しないでください。

●センター換気棟どうしの接続部や棟包みとの接続部には十分な防水対策を行ってください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による住宅工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

●センター換気棟は２．５～１０寸までの屋根勾配に使用します。

●出荷段階ではカバーは、２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してから

　 ご使用ください。

　

センター換気棟は大棟専用です。隅棟には使用できません。

１１８．８

２３７．５

１９．０

３８．０
０．３５

防水シール材

防水シール材

１８１８タイプ

出典：（独）住宅金融支援機構住宅工事仕様書より抜粋

センタールーフ

長さ：2,727㎜

９０９タイプ：909㎜

１８１８タイプ：1,818㎜

棟包み２１０
(別売)

７）センター換気棟 ②下地の開口

換気棟の長さ（㎜） 開口部の長さ（㎜）

９０９タイプ

１８１８タイプ

７０９以下

１６１８以下

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８
＜下地の開口＞

   ①換気棟の取付位置を決めます。

   ②開口部の幅寸法は３０㎜（棟心から片側１５㎜）、長さ寸法は換気棟の全長より２００㎜以上（片側１００㎜

　　　以上）短くなるように開口します。（下表参照）

   ③開口後、下葺材を張ります。

30

開
口

部
の

長
さ

10
0

10
0

換
気

棟
の

長
さ

棟芯

下葺材を開口部まで折り込む

棟木

野地板

垂木

下葺材

９０９

１８１８

センター換気棟（カバー）

小屋裏頂部

センター換気棟（ベース）

センタールーフ

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ
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７）センター換気棟 ③センタールーフ・笠木の施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜センタールーフの施工＞

　 ①センタールーフ本体の最上段棟側を全て１０㎜立ち上げて施工します。

使用する換気棟の長さ＋20㎜あける

笠木（18×45）

笠木上に下葺材を張る

下葺材

最上段の棟側を

10㎜立ち上げる

センタールーフ

笠木の施工

下葺材の施工

10 25

10

10

換
気

棟
の

長
さ

＜笠木の施工＞

　 ①笠木（１８×４５）と棟包み２１０を仮組みして図の寸法位置に笠木を取り付けます。

　 ②笠木は換気棟の全長より片側１０㎜外側に取り付けます。

　 ③笠木を施工後、笠木上に下葺材を張ります。

103

センタールーフの立ち上げ

棟全体のイメージ

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ

写真はイメージです。
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７）センター換気棟 ③センタールーフ・笠木の施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜センタールーフの施工＞

　 ①センタールーフ本体の最上段棟側を全て１０㎜立ち上げて施工します。

使用する換気棟の長さ＋20㎜あける

笠木（18×45）

笠木上に下葺材を張る

下葺材

最上段の棟側を

10㎜立ち上げる

センタールーフ

笠木の施工

下葺材の施工

10 25

10

10

換
気

棟
の

長
さ

＜笠木の施工＞

　 ①笠木（１８×４５）と棟包み２１０を仮組みして図の寸法位置に笠木を取り付けます。

　 ②笠木は換気棟の全長より片側１０㎜外側に取り付けます。

　 ③笠木を施工後、笠木上に下葺材を張ります。

103

センタールーフの立ち上げ

棟全体のイメージ

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

センタールーフ

写真はイメージです。

センタールーフ

７）センター換気棟 ④ベース・カバーの施工

＜棟包みとカバーの施工＞

①棟包み２１０を図のように切り欠き加工し、加工部をベースに重ねて取り付けます。

②ベースのビス孔にあわせて棟包み２１０に先孔をあけます。

③カバーと重なる位置の棟包み２１０上に、シーリングを施工します。（片面２ヶ所）

④カバーを取り付け、付属のカバー取付けビス（φ４㎜×１６㎜）で固定します。

棟包み２１０の施工

カバーの施工

■大棟部：センター換気棟９０９・１８１８

＜ベースの施工＞

連結の場合

隙間ができない
ように突き立てる

シーリング

バックアップ材
＋シーリング

ベース
取付けビス

（φ4㎜×32㎜）

シーリング

ベースのビス孔に
合わせて下孔をあける

シーリング

切欠き加工
棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

カバー取付けビス
（φ4㎜×16㎜）

センター換気棟カバー

棟包み２１０

棟包み２１０

防水シール材を
20㎜取り除く

センター換気棟
ベース

エンドキャップ

ジョイント

①ベース裏面の防水シール材を端部から２０㎜取り除いた後、ベース両端にエンドキャップを取り付けます。

エンドキャップは事前に横暖ルーフＳ立ち上がり分を切り取ります。

②ベース裏面にエンドキャップを取り付けたものを笠木の間に付属のベース取付けビス（φ４㎜×３２㎜）で

固定します。エンドキャップ切り取り部と横暖ルーフＳの取り合い部は、捨てシーリングを施工します。

③端部にはシーリングを施工します。

④換気棟を連結する場合は、換気棟ジョイントを使用してください。

エンドキャップはセンタールーフの
立ち上がり分を切り取る

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

写真はイメージです。
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８）片流れ用棟包み 屋根勾配と桟木寸法

　 ●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフ

　 　 の種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

Ａ：棟頂部から桟木端部までの寸法

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフＳ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフαＳ

30（横）×40（縦） 45×45

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

6

6.5

※　Ａ：小数点以下切り捨て

165

162

160

157

154

152

149

146

144

164

161

158

155

152

149

146

143

141

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

　センタールーフ

A

181

20

20
15

0

片流れ用棟包み

桟木
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８）片流れ用棟包み 屋根勾配と桟木寸法

　 ●桟木位置は、センタールーフの種類ごとに桟木サイズと屋根勾配に応じて異なります。表はセンタールーフ

　 　 の種類と桟木サイズに応じた桟木位置の目安です。現場の状況に応じて桟木の位置を調整してください。

Ａ：棟頂部から桟木端部までの寸法

センタールーフの種類に応じた屋根勾配ごとの桟木位置Ａ（※）の目安

横暖ルーフＳ

屋

根

勾
配

桟木寸法(㎜)

横暖ルーフαＳ

30（横）×40（縦） 45×45

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

6

6.5

※　Ａ：小数点以下切り捨て

165

162

160

157

154

152

149

146

144

164

161

158

155

152

149

146

143

141

耐水合板 木造新築

工　法 下　地 構造

　センタールーフ

A

181

20

20

15
0

片流れ用棟包み

桟木

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ①施工のポイント

　 ■片流れ部：片流れ用換気棟

 　　 片流れ用換気棟を使用する場合は、片流れ棟全体がＰ２３２～２３６の納まりとなります。

桟木のサイズ、組み方等が片流れ用換気棟を使用しない場合の納まり（Ｐ２５５、２７３）と異なります。

本体固定ビス 捨水切

φ4.2×75㎜：5本入り

予備1本含む

捨水切
エンドキャップ

片流れ用棟包み

(別売)

外観 側面図

付属品

有効換気

面積

本体形状

(略図）

注意事項 ●片流れ用換気棟の上に乗らないでください。変形や雨漏りの原因になります。

●片流れ用換気棟は切断しないでください。

●片流れ用換気棟どうしの接続部や片流れ用棟包みとの接続部には十分な防水対策を行って

　 ください。

施工本数

換気金物その他の器具を用いた排気口は、できるだけ小屋裏頂部に設け、排気口

の有効換気面積は、天井面積の１/１６００とする。

また、軒裏などに設ける吸気口の有効換気面積は、天井面積の１/９００とする。

施工本数は住宅金融支援機構による工事共通仕様書に準じます。

適用勾配

適用範囲

片流れ用換気棟は屋根材の種類で適用勾配が異なりますのでご注意ください。

出荷時は２．５寸勾配に設定しています。施工する屋根勾配に調節してからご使用ください。

　

片流れ用換気棟は片流れ棟専用です。

出典：住宅金融支援機構仕様書より抜粋

1
5
0

180

別売り

75

2
1

54
1800

座金
防水パッキン

塗装高耐食GLめっき鋼板

2本

塗装高耐食GLめっき鋼板

2個

塗装高耐食GLめっき鋼板

長さ2727㎜

長さ2727㎜長さ2727㎜

10

21

20

4540

【横暖ルーフＳの場合】 【横暖ルーフαＳの場合】

押さえ板金

20

2
0

1
5
0

181

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

2
0

25
12

.5

本体全長
2050㎜

働き長さ
2000㎜

長さ

有効換気口面積（cm²/本) 適応天井面積（m²/本） 板厚（㎜）

２１９ ３５ ０．３５

品番：BKM7F051 品番：BKM6F051
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

②下地の開口・捨水切の施工

　 １．下地の開口

　 　 ①換気棟の取付位置を決めます。

　 　 ②開口位置は屋根勾配と使用する屋根材の種類によって表（※１）のように異なります。

　 　 ③開口後、下葺材を張ります。

開口位置決め

※1

野地板
開口

開口

■破風施工時の壁側の屋根下葺材

■外壁材施工時の壁側の屋根下葺材

200㎜以上

開口

開口

下葺材

破風下地まで

破風下地

外壁下地

　●破風を施工する場合は破風下地まで、破風を施工しない場合は屋根頂部から壁側に２００㎜以上、

　 　下葺材を張ります。

　●開口にかかる下葺材を切り取ります。

　２．捨水切の施工および防水処理

捨水切キャップ

捨水切キャップ

防水テープ

（現地調達）

棟側

軒先側
①

③

②

②

※1棟側

軒先側

15
00

20

●捨水切と捨水切キャップを開口に合わせて施工します。

　 捨水切キャップは捨水切の端部に差し込んでください。

●捨水切の立ち上がりが鉛直になるよう角度を調整し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ32㎜以上）で

　 留め付けます。

●捨水切施工後、捨水切と捨水切キャップ境界部に内側から

　 シーリングを施します。

●捨水切と下葺材との境界部、釘頭部およびピンホールには

　 シーリング材および防水テープで防水処理を施します。

 　防水テープは四方①軒先側→②捨水切端部→③棟側の順

 　に貼り付けます。

※防水テープは空気が入らないよう十分に接着させてください。

119°

90°

捨水切

※1の長さの条件別対応表（目安）

4寸 80㎜

4.5寸 78㎜

5寸 75㎜

5.5寸 73㎜

6寸 71㎜

2.5寸 89㎜

3寸 85㎜

3.5寸 82㎜

横暖ルーフαＳ横暖ルーフＳ

6.5寸 70㎜

新築

75㎜

73㎜

71㎜

82㎜

79㎜

77㎜

屋根材

使用不可

工法

捨水切
シーリング

下葺材
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

②下地の開口・捨水切の施工

　 １．下地の開口

　 　 ①換気棟の取付位置を決めます。

　 　 ②開口位置は屋根勾配と使用する屋根材の種類によって表（※１）のように異なります。

　 　 ③開口後、下葺材を張ります。

開口位置決め

※1

野地板
開口

開口

■破風施工時の壁側の屋根下葺材

■外壁材施工時の壁側の屋根下葺材

200㎜以上

開口

開口

下葺材

破風下地まで

破風下地

外壁下地

　●破風を施工する場合は破風下地まで、破風を施工しない場合は屋根頂部から壁側に２００㎜以上、

　 　下葺材を張ります。

　●開口にかかる下葺材を切り取ります。

　２．捨水切の施工および防水処理

捨水切キャップ

捨水切キャップ

防水テープ

（現地調達）

棟側

軒先側
①

③

②

②

※1棟側

軒先側

15
00

20

●捨水切と捨水切キャップを開口に合わせて施工します。

　 捨水切キャップは捨水切の端部に差し込んでください。

●捨水切の立ち上がりが鉛直になるよう角度を調整し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ32㎜以上）で

　 留め付けます。

●捨水切施工後、捨水切と捨水切キャップ境界部に内側から

　 シーリングを施します。

●捨水切と下葺材との境界部、釘頭部およびピンホールには

　 シーリング材および防水テープで防水処理を施します。

 　防水テープは四方①軒先側→②捨水切端部→③棟側の順

 　に貼り付けます。

※防水テープは空気が入らないよう十分に接着させてください。

119°

90°

捨水切

※1の長さの条件別対応表（目安）

4寸 80㎜

4.5寸 78㎜

5寸 75㎜

5.5寸 73㎜

6寸 71㎜

2.5寸 89㎜

3寸 85㎜

3.5寸 82㎜

横暖ルーフαＳ横暖ルーフＳ

6.5寸 70㎜

新築

75㎜

73㎜

71㎜

82㎜

79㎜

77㎜

屋根材

使用不可

工法

捨水切
シーリング

下葺材

使用不可

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟 ③下地木材・センタールーフの施工

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ３．下地木材の施工

C

B

18
30

(4
5)

45

40(45) A
30

(4
5)

40(45)

開口
※ 2

捨水切

下葺材

下葺材

　●図のように下地木材AおよびBを設置します。

　 　下地木材Aは垂木に留め付けます。

　●下地木材B施工後、下地木材Cを設置し、留め付けます。

　※下地木材A（現場調達）の施工位置は条件によって異なります。（※2の長さの条件別対応表を参照）

　※下地木材には下葺材を巻いてください。

　４．センタールーフの施工

※括弧寸法は横暖ルーフαのサイズを示す

下地木材A
下葺材

　５．押さえ板金（別売り）およびケミカル面戸

●下地木材Aまでセンタールーフを葺き上げます。

　 センタールーフは下地木材Aの厚みと同じだけ立ち上げます。

ケミカル面戸１５×３５

押さえ板金（別売り）

21

45

10

20

40

20

　●押さえ板金にケミカル面戸１５×３５を貼り付けます。

　６．押さえ板金（別売り）の施工

材質　
塗装高耐食
GLめっき鋼板

押さえ板金（別売り）
●ケミカル面戸１５×３５を貼り付けた押さえ板金を下地木材A

　 を覆うように設置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）で下地木材A上面に留め付けます。

●押さえ板金上面に捨てシーリングを施工します。

※2の長さの条件別対応表（目安）

129㎜

127㎜

122㎜

119㎜

116㎜

139㎜

135㎜

132㎜

横暖ルーフαＳ横暖ルーフＳ

114㎜

新築

128㎜

126㎜

121㎜

137㎜

134㎜

132㎜

30×40㎜ 45×45㎜

4寸

4.5寸

5寸

5.5寸

6寸

2.5寸

3寸

3.5寸

6.5寸

屋根材

工法

下地木材A･B

のサイズ

■押さえ板金の
加工形状図

ケミカル面戸１５×３５

センタールーフ

＜横暖ルーフＳの場合＞ ＜横暖ルーフαＳの場合＞
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④片流れ用換気棟・片流れ用棟包みの施工

　 ７．片流れ用換気棟の施工

破風側から見た図

留め付けピッチ455㎜

本体固定ビス

　●本体の中心位置と開口の中心位置を合わせて本体を設置し、本体固定ビス（75㎜）で下地木材Aに留め

　　 付けます。

　●本体垂れ部は化粧破風あるいはサイディングの上から、留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み

　　 +30㎜以上）を用いて４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

　※片流れ用換気棟を施工する時点で化粧破風やサイディングが施工されていない場合は、施工完了後の外装

　　 材の厚みと同じ厚みの木材を挟み、本体垂れ部を仮留めしてください。化粧破風やサイディングの施工後、

　　 必ず本体垂れ部を留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み+30㎜以上）で留め付け直します。

　８．笠木および片流れ用棟包みの施工

　●片流れ用換気棟および片流れ用棟包みは棟頂部の角度を屋根勾配に合わせて調整し、棟面がたわまない

　　 ように施工してください。

　

片流れ用棟包み

50

5

笠木

片流れ用棟包み

90

18

笠木の断面サイズ

笠木
笠木

EPDMをつぶす

下地木材A

下地木材A
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

①笠木施工前に、あらかじめ

　 下葺材を下地木材Aの上に

　 設置します。

②笠木を下地木材Aに取り

　 付けます。

③下葺材を笠木に巻き込み

　 ます。

　●図のように、片流れ用換気棟の両側面を突き付けで笠木（１８×９０）を設置し、片流れ用換気棟側面に付い

　　 ているEPDMを潰します。笠木は下地木材Ａに留め付けます。

　※笠木には図のように下葺材を巻きます。

　●片流れ用換気棟端部の重ね代（50㎜程度）となる部分にシーリングで防水処理を施します。

　●片流れ用棟包みの一方の端部は、図のように切り欠き、片流れ用換気棟端部の重ね代にかぶせ、片流れ用

　　 棟包みの前面を留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）で笠木に留め付けます。

　

笠木部の下葺材の張り方

1
5
0

181

2
0

25

下地木材Ａ

押さえ板金
（現場調達）

ケミカル面戸15×35

片流れ用棟包み

シーリング
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　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

④片流れ用換気棟・片流れ用棟包みの施工

　 ７．片流れ用換気棟の施工

破風側から見た図

留め付けピッチ455㎜

本体固定ビス

　●本体の中心位置と開口の中心位置を合わせて本体を設置し、本体固定ビス（75㎜）で下地木材Aに留め

　　 付けます。

　●本体垂れ部は化粧破風あるいはサイディングの上から、留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み

　　 +30㎜以上）を用いて４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

　※片流れ用換気棟を施工する時点で化粧破風やサイディングが施工されていない場合は、施工完了後の外装

　　 材の厚みと同じ厚みの木材を挟み、本体垂れ部を仮留めしてください。化粧破風やサイディングの施工後、

　　 必ず本体垂れ部を留付釘（ステンレススクリュー釘、長さ：外装材厚み+30㎜以上）で留め付け直します。

　８．笠木および片流れ用棟包みの施工

　●片流れ用換気棟および片流れ用棟包みは棟頂部の角度を屋根勾配に合わせて調整し、棟面がたわまない

　　 ように施工してください。

　

片流れ用棟包み

50

5

笠木

片流れ用棟包み

90

18

笠木の断面サイズ

笠木
笠木

EPDMをつぶす

下地木材A

下地木材A
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

①笠木施工前に、あらかじめ

　 下葺材を下地木材Aの上に

　 設置します。

②笠木を下地木材Aに取り

　 付けます。

③下葺材を笠木に巻き込み

　 ます。

　●図のように、片流れ用換気棟の両側面を突き付けで笠木（１８×９０）を設置し、片流れ用換気棟側面に付い

　　 ているEPDMを潰します。笠木は下地木材Ａに留め付けます。

　※笠木には図のように下葺材を巻きます。

　●片流れ用換気棟端部の重ね代（50㎜程度）となる部分にシーリングで防水処理を施します。

　●片流れ用棟包みの一方の端部は、図のように切り欠き、片流れ用換気棟端部の重ね代にかぶせ、片流れ用

　　 棟包みの前面を留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）で笠木に留め付けます。

　

笠木部の下葺材の張り方

1
5
0

181

2
0

25

下地木材Ａ

押さえ板金
（現場調達）

ケミカル面戸15×35

片流れ用棟包み

シーリング

　センタールーフ

９）片流れ用換気棟

　 ■連続使用時の施工方法

片流れ用棟包み

片流れ用換気棟
片流れ用換気棟

笠木

笠木

片流れ用棟包み

　●連続施工時は開口と開口の間を５００㎜あけ、開口を設けます。

　●手順２～手順８の通り施工します。

　●片流れ用換気棟どうしおよび片流れ用換気棟と片流れ用棟包みが重なる部分にはシーリングでビードを

　　 ３本作り、防水処理を施します。

捨てシーリング

開　口 開　口

500
開口間の寸法

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

⑤連続使用時の施工
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飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

９－２　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフαＳ

 　１）施工のポイント

 　２）本体仕様

 　５）けらば部

 　７）隅棟部

 　８）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　３）主要付属部材一覧表

 　４）軒先部 軒先唐草４０

 　６）大棟部

 　９）下屋根部

 　１０）片棟部 片流れ用棟包み

①けらば唐草４０

②けらば包み６０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋Ｓ見切縁１８

①棟包み２１０

②棟巴２１０Ｌ

③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）

①横暖ルーフαＳ専用部材

②横暖ルーフＳとの共通部材
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飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

９－２　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフαＳ

 　１）施工のポイント

 　２）本体仕様

 　５）けらば部

 　７）隅棟部

 　８）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　３）主要付属部材一覧表

 　４）軒先部 軒先唐草４０

 　６）大棟部

 　９）下屋根部

 　１０）片棟部 片流れ用棟包み

①けらば唐草４０

②けらば包み６０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋Ｓ見切縁１８

①棟包み２１０

②棟巴２１０Ｌ

③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）

①横暖ルーフαＳ専用部材

②横暖ルーフＳとの共通部材

横暖ルーフαＳ

　１）施工のポイント

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

①横暖ルーフαＳ専用施工方法

●桟木寸法が変わります。

　 桟木は幅４５～５０㎜×高さ４５～５０㎜を使用してください。桟木の使用部位はけらば部（けらば包み仕様）、　

　 隅棟部（棟包み仕様）、大棟部、下屋根部です。

●横暖ルーフαＳ専用の部材があります。

　 けらば包み６０、けらばキャップ６０(左右勝手あり)、けらば水切８５（１１０）、段付けらば軒先（左右勝手あり）、

　 段付けらば（左右勝手あり）、隅棟カバー、隅棟カバー急勾配用、Ｓ見切縁１８、ケミカル面戸１５×３５は、

　 横暖ルーフαＳの専用品です。その他の部材は横暖ルーフＳと共通です。

②横暖ルーフαＳの施工上の注意事項

●横暖ルーフαＳは山の高さ（本体厚さ）が横暖ルーフＳより高いので、掴み込み（巻き込み）端部加工が横暖

●横暖ルーフαＳは金切はさみなどで切断してください。

　 ルーフに比べ施工しにくくなっています。

　 端部加工の少ない段付きけらばやＳ見切縁１８の使用を推奨します。

２）本体仕様
■横暖ルーフαＳ　本体

働き長さ：2,960

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム

260(働き幅)

1
7

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフαＳ専用部材
 ■隅棟カバー（急勾配用）■段付けらば（左右） ■段付けらば軒先（左右）  ■隅棟カバー

■Ｓ見切縁１８ ■けらば包み６０ ■けらばキャップ６０（左右）

※左右勝手あり

■けらば水切８５

※左右勝手あり ※左右勝手あり ※2寸5分以上3寸5分未満対応 ※3寸5分以上5寸以下対応

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BSMAF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDKCF0**（左）】

【品番：BDKBF0**（右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BDKEF0**（左）】

【品番：BDKDF0**（右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BMKDF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKCBF0** （左）】

【品番：BKCCF0** （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKZ6F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜
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 ■けらば唐草４０

 ■剣先２１０

■軒先唐草４０

 ■センター換気棟９０９■棟包み２１０

■捨て谷８０ ■段付けらば唐草４０

■センター換気棟１８１８

■隅棟捨て板

横暖ルーフαＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■換気棟エンドキャップ

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■谷樋 ■換気棟ジョイント

■壁水切６０×１２０■谷樋用吊り子

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフαＳ専用部材
■ケミカル面戸１５×３５

３）主要付属部材一覧表 ②横暖ルーフＳとの共通部材

■ケミカル面戸１３×１５■共通捨て板

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMＢQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BMD3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

※棟包み２１０用

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BKZ8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

■けらば水切１１０■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■けらば水切キャップ１１０

　　（左右）

109

【品番：BKCＪF0**(左)】

【品番：BKCＨF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

20

13.8
89.3

99
99
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 ■けらば唐草４０

 ■剣先２１０

■軒先唐草４０

 ■センター換気棟９０９■棟包み２１０

■捨て谷８０ ■段付けらば唐草４０

■センター換気棟１８１８

■隅棟捨て板

横暖ルーフαＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■換気棟エンドキャップ

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■谷樋 ■換気棟ジョイント

■壁水切６０×１２０■谷樋用吊り子

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

３）主要付属部材一覧表 ①横暖ルーフαＳ専用部材
■ケミカル面戸１５×３５

３）主要付属部材一覧表 ②横暖ルーフＳとの共通部材

■ケミカル面戸１３×１５■共通捨て板

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMＢQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BMD3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

両面テープ

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

※棟包み２１０用

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はNICHIHA金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

【品番：BKZ8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

■けらば水切１１０■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

■けらば水切キャップ１１０

　　（左右）

109

【品番：BKCＪF0**(左)】

【品番：BKCＨF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

20

13.8
89.3

99
99

３）主要付属部材一覧表

　横暖ルーフαＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■雪止め（アングル） ■雪止め（ウイング）
3.

2

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス
【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

※垂木に固定できない場合に使用

②横暖ルーフＳとの共通部材

※先付けタイプ

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

【品番：BYE*Q0**】

材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

 ■共板

共板（コイル）
【品番：ECL1F7**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅914㎜×長さ10m

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA4Q0**】

 ■補修塗料

150

※先付けタイプ

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

30

140

15

500

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】
【品番：BMDBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

914

シーリング

シーリング
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横暖ルーフαＳ

　４）軒先部

軒先唐草４０

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 または野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフαＳ本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフαＳ本体

　 の棟側実に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に

　 留め付けます。ただし、垂木への固定が困難な場合は、専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を

　 用いて３００㎜以下の間隔で野地板に留め付けます。

軒先唐草４０
留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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横暖ルーフαＳ

　４）軒先部

軒先唐草４０

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 または野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフαＳ本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフαＳ本体

　 の棟側実に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に

　 留め付けます。ただし、垂木への固定が困難な場合は、専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を

　 用いて３００㎜以下の間隔で野地板に留め付けます。

軒先唐草４０
留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ

　５）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

横暖ルーフαＳ

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

野地板

垂木
野地板

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ

けらば唐草先端

32

40 40

25

33 33

25

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー

釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間

隔で図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフαＳ本体

は専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×

５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に

施工します。

●横暖ルーフαＳ本体端部を図のように現場加

工し、けらば唐草４０へ納めます。強風地域で

は取り合い部にシーリングを施工してください。

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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　５）けらば部 ②けらば包み６０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

ケミカル面戸１５×３５

けらば包み６０

留付釘＠455

　下葺材 本体現場加工部

野地板 捨て谷８０

横暖ルーフαＳ

けらば包み６０

ケミカル面戸１５×３５

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ６０

2
0

20

20

20

20

20

20

30

野地板

桟木45～50×45～50

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を

　 取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張り

　 します。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１５×３５を貼り

　 付け、けらば包み６０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ６０をリベット

　 でけらば包み６０に留め付けるか、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

下葺材

ケミカル面戸
１５×３５

横暖ルーフαＳ

けらば
桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切
断

次の横暖ルーフαＳ本体の取り付け前
にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

20
20

20 20

切り込み

横暖ルーフαＳ
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　５）けらば部 ②けらば包み６０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

ケミカル面戸１５×３５

けらば包み６０

留付釘＠455

　下葺材 本体現場加工部

野地板 捨て谷８０

横暖ルーフαＳ

けらば包み６０

ケミカル面戸１５×３５

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ６０

2
0

20

20

20

20

20

20

30

野地板

桟木45～50×45～50

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を

　 取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張り

　 します。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１５×３５を貼り

　 付け、けらば包み６０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ６０をリベット

　 でけらば包み６０に留め付けるか、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

下葺材

ケミカル面戸
１５×３５

横暖ルーフαＳ

けらば
桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切
断

次の横暖ルーフαＳ本体の取り付け前
にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

20
20

20 20

切り込み

横暖ルーフαＳ

　５）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

横暖ルーフαＳ

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

下葺材
留付釘＠455

段付けらば

段付けらば唐草４０

ブラインドリベット

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

●野地板上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用い

　 て４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフαＳ本体は専用釘

　 （ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように取

   り付けます。その際、軒先から段付けらば軒先

   を施工し、以降段付けらばを使用して施工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは側面の穴

   からブラインドリベットで留め付けます。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

垂木

野地板

専用釘＠455

10

10

部分断面図

横暖ルーフαＳ

本体現場加工部

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

　 ます。

横暖ルーフαＳ
横暖ルーフαＳ



238

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

横暖ルーフαＳ

　５）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

　 ●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５をかぶせます。

①けらば水切８５は図のように

　 切断します。

※切り取り寸法は目安です。

②けらば水切８５は軒先唐草４０にかぶせ、図のように折り曲げ

　 ます。横暖ルーフαＳが軒先唐草４０に差し込めるように、けらば

　 水切８５と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を調整してください。

＜その他の加工例＞

　 ●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を

　    包むように下葺材を増し張りします。

　 ●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク

　　　リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下

　　　の間隔で桟木に留め付けます。

　 ●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５

　　　を貼り付けます。（下図の○位置参照）

　 ●横暖ルーフαＳは、けらば水切８５（１１０）と重なる

　　　部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

　 ●横暖ルーフαＳをけらば水切８５（１１０）に差し込み

　　　ます。

　 ●軒先端部は図のように加工して納めます。

　 ●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５

　　　（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め

　　　付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　　　３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフαＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

40

けらば水切８５

切り取る

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる20
（※

） 105（130）（※
）

切り込み

折り曲げる
つかみ込む

野地板

けらば水切８５（１１０）

けらば水切と重なる横暖ルーフαＳ
釘打ち部は切り取る

桟木１８×４５

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

下葺材

けらば水切と重なる
横暖ルーフαＳ釘打ち部は
切り取る

写真はイメージです。

横暖ルーフαＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフαＳ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

留付釘
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横暖ルーフαＳ

　５）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

　 ■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

　 ●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５をかぶせます。

①けらば水切８５は図のように

　 切断します。

※切り取り寸法は目安です。

②けらば水切８５は軒先唐草４０にかぶせ、図のように折り曲げ

　 ます。横暖ルーフαＳが軒先唐草４０に差し込めるように、けらば

　 水切８５と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を調整してください。

＜その他の加工例＞

　 ●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を

　    包むように下葺材を増し張りします。

　 ●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク

　　　リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下

　　　の間隔で桟木に留め付けます。

　 ●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５

　　　を貼り付けます。（下図の○位置参照）

　 ●横暖ルーフαＳは、けらば水切８５（１１０）と重なる

　　　部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

　 ●横暖ルーフαＳをけらば水切８５（１１０）に差し込み

　　　ます。

　 ●軒先端部は図のように加工して納めます。

　 ●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５

　　　（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め

　　　付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　　　３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフαＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

40

けらば水切８５

切り取る

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる20
（※

） 105（130）（※
）

切り込み

折り曲げる
つかみ込む

野地板

けらば水切８５（１１０）

けらば水切と重なる横暖ルーフαＳ
釘打ち部は切り取る

桟木１８×４５

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

下葺材

けらば水切と重なる
横暖ルーフαＳ釘打ち部は
切り取る

写真はイメージです。

横暖ルーフαＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフαＳ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

留付釘

横暖ルーフαＳ

　６）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の大棟部分は図のように加工します。

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２１９をご参

   照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所

　 に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りし

　 ます。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置

　 かないでください。棟包み２１０が変形するおそれ

　 があります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフαＳ本体を桟

　 木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸１５×

　 ３５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。棟包み

　 ２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜

　 以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。（下図参照）

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

   ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45～50×
　45～50

棟包み２１０

本体現場加工部

専用釘＠455

野地板

下葺材

専用釘＠455

桟木45～50×45～50
留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

棟包み２１０

野地板
専用釘

部分断面図

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

20

2
0

2
02

0

3
0

3
0

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

棟桟木面

切断

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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６）大棟部 ②棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフαＳ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み６０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０L、けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み６０

けらば包み６０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０Ｌの端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木45～50×45～50(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み６０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１５×３５

けらば唐草４０
段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み６０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み６０＞

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み６０ けらば水切８５（１１０）

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木40×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１５×３５

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木45～50×45～50(棟包み用)

桟木45～50×45～50(棟包み用)
桟木45～50×45～50(棟包み用)

横暖ルーフαＳ
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６）大棟部 ②棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフαＳ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み６０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０L、けらば包み６０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み６０

けらば包み６０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０Ｌの端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木45～50×45～50(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み６０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１５×３５

けらば唐草４０
段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み６０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み６０＞

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み６０ けらば水切８５（１１０）

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木40×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１５×３５

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木45～50×45～50(棟包み用)

桟木45～50×45～50(棟包み用)
桟木45～50×45～50(棟包み用)

横暖ルーフαＳ

６）大棟部 ③棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を写真のように

　 加工し、けらば水切８５（１１０）

　 にかぶせます。

新築

工　法

横暖ルーフαＳ

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木45～50×45～50

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

■施工のポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

シーリング

桟木45～50×45～50

部分断面図

切り取る

150程度

折り曲げる

折り曲げ位置

110

27

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。
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　７）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれが

　 あります。

●隅棟部は図のように加工した横暖ルーフαＳ

　 本体を垂木に施工し、本体の図の位置に

　 ケミカル面戸１５×３５を貼り付け、棟包み

　 ２１０をかぶせます。

   棟包み２１０は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、３００㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

●隅棟に棟包み２１０を使用する
　 場合は、剣先２１０を図のように
　 施工します。

次の横暖ルーフαＳ本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

■剣先の取り付け

切
断

20 30

専用釘＠455

専用釘

棟包み２１０

本体現場加工部

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

野地板

桟木45～50×45～50

留付釘＠300

棟桟木面

横暖ルーフαＳ

シーリング

剣先２１０
棟包み２１０

ケミカル面戸１５×３５ ケミカル面戸
１５×３５

剣先２１０

50

①棟桟木面から図の寸法で

切断します。

④切り込みを入れた部分から

垂直に起こします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。

②端部から３０㎜の位置まで芯材の
ウレタンと裏面紙を剥がします。

切り込み

20

20

20 20
20

20
20 20

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
横暖ルーフαＳ
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　７）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれが

　 あります。

●隅棟部は図のように加工した横暖ルーフαＳ

　 本体を垂木に施工し、本体の図の位置に

　 ケミカル面戸１５×３５を貼り付け、棟包み

　 ２１０をかぶせます。

   棟包み２１０は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、３００㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

●隅棟に棟包み２１０を使用する
　 場合は、剣先２１０を図のように
　 施工します。

次の横暖ルーフαＳ本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

■剣先の取り付け

切
断

20 30

専用釘＠455

専用釘

棟包み２１０

本体現場加工部

下葺材

ケミカル面戸１５×３５

野地板

桟木45～50×45～50

留付釘＠300

棟桟木面

横暖ルーフαＳ

シーリング

剣先２１０
棟包み２１０

ケミカル面戸１５×３５ ケミカル面戸
１５×３５

剣先２１０

50

①棟桟木面から図の寸法で

切断します。

④切り込みを入れた部分から

垂直に起こします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。

②端部から３０㎜の位置まで芯材の
ウレタンと裏面紙を剥がします。

切り込み

20

20

20 20
20

20
20 20

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
横暖ルーフαＳ

　７）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフαＳ
●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜

　 以下の間隔で留め付け、図のように加工した

　 横暖ルーフαＳ本体を施工します。本体施工

　 の際は、隅棟捨て板を避けて施工します。

●横暖ルーフαＳ本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフαＳ本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下は

　 隅棟カバー急勾配用を使用します。

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板
隅棟カバー

本体現場加工部

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の隅棟部分は図のように加工します。

10※

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部に

   留付釘（ステンレススクリュー釘

   長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング

野地板

野地板

部分断面図

※本体どうしに１０㎜
　 程度隙間をあける

谷樋用吊り子
＠300

下葺材

横暖ルーフαＳ

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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８）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。本体施工の際は、谷樋

　 を避けて施工します。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフαＳ

●谷樋の接合部についてはＰ２５２をご確認ください。

※1 谷樋は、端部から150㎜以内の位置に
   マークが付いている方が水上側です。

　 本体を、谷樋折り返し部分に引っ掛けるように

　 して施工します。

本体現場加工部

谷樋

下葺材

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の谷樋部分は、図のように加工します。

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥がします。

留付釘

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフαＳ

現場加工部

部分断面図

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフαＳ

下葺材
谷樋

本体現場加工部
留付釘

野地板

谷樋用吊り子＠300

切り込み

谷樋返し部

40
40

40 40

5020

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす
切

断

20

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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８）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。本体施工の際は、谷樋

　 を避けて施工します。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフαＳ

●谷樋の接合部についてはＰ２５２をご確認ください。

※1 谷樋は、端部から150㎜以内の位置に
   マークが付いている方が水上側です。

　 本体を、谷樋折り返し部分に引っ掛けるように

　 して施工します。

本体現場加工部

谷樋

下葺材

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の谷樋部分は、図のように加工します。

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥がします。

留付釘

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフαＳ

現場加工部

部分断面図

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフαＳ

下葺材
谷樋

本体現場加工部
留付釘

野地板

谷樋用吊り子＠300

切り込み

谷樋返し部

40
40

40 40

5020

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす
切

断

20

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ

８）谷部 ②谷樋＋Ｓ見切縁１８

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔

　 で配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて留め付けます。

●谷樋部分の横暖ルーフαＳは下図のように

　 折り返し加工します。Ｓ見切縁１８と谷樋に

　 ケミカル面戸１３×１５を貼り付けます。

　 横暖ルーフαＳ本体の折り返し加工部と

   Ｓ見切縁１８のハゼとが引っ掛かるまで押し

   付けます。

●挿着後、Ｓ見切縁１８を引っ張り、外れない

　 ことを確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

①横暖ルーフαＳ本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

Ｓ見切縁１８

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時には
　 注意して施工してください。

谷樋

Ｓ見切縁１８

下葺材

本体現場
加工部

ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

Ｓ見切縁１８

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

谷樋用吊り子＠300

本体現場加工部

横暖ルーフαＳ

谷樋中央

10～15

切り込み

切り込み

切
断

切断

シーリング

小口にシーリングを施工

10

30

5 10
5

10

水
上

側
：133

水
下

側
：13020

0

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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横暖ルーフαＳ

①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

９）下屋根部

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

ケミカル面戸
１５×３５

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ
下葺材

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフαＳは図のように

　 現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフαＳ本体

　 に図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。図のように留付

　 釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

横暖ルーフαＳ

ケミカル面戸１５×３５

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

切断

棟桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

2
0

2
0

3
0

3
0

2
0

20

横暖ルーフαＳ
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横暖ルーフαＳ

①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

９）下屋根部

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

ケミカル面戸
１５×３５

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ
下葺材

ケミカル面戸１５×３５

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

桟木45～50×45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフαＳは図のように

　 現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフαＳ本体

　 に図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。図のように留付

　 釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

横暖ルーフαＳ

ケミカル面戸１５×３５

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

切断

棟桟木面

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

2
0

2
0

3
0

3
0

2
0

20

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ

９）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から30㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

部分断面図

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフα本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

専用釘＠455

野地板

捨て谷８０

ケミカル面戸１５×３５

本体現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１５×３５

留付釘＠455 両面防水
テープ

留付釘＠455

ケミカル面戸１５×３５

桟木45～50×
　　　　　　45～50

桟木45～50×45～50

●野地板の上に、下葺材を施工します。

●桟木４５～５０㎜×４５～５０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りして

　 ください。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の

　 間隔で桟木に留め付け、図のように加工

　 した横暖ルーフαＳ本体を施工します。

●ケミカル面戸１５×３５を横暖ルーフαＳ本体

　 に図のように貼り付け、壁水切６０×１２０を

　 かぶせるように施工します。

　 図のように留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で

　 留め付けます。

下葺材

20

20

20

20

20

20

20

2
0

20 30

桟木面

切
断

切り込み

20

20

本体現場加工部

横暖ルーフαＳ

横暖ルーフαＳ
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横暖ルーフαＳ

１０）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の大棟部分は図のように加工してください。

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　 P２２４をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●片流れ棟部に桟木４５㎜×４５㎜を

　 ２ヶ所に取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張ります。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用棟包み

　 が変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフαＳ本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸

　 １５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みをかぶせます。

　 片流れ用棟包みは、留付釘（ステンレススクリュー釘
　 長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に
　 留め付けます。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

留付釘＠300
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45×45

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフαＳ

専用釘＠455

棟桟木面

切断

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ

桟木45×45

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

片流れ用棟包み

野地板

桟
木

上
端

専用釘

留付釘＠455
（外装材厚み
　＋30㎜以上） 部分断面図

桟
木

上
端

＋
1
0

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

桟
木

上
端

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５
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横暖ルーフαＳ

１０）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフαＳ本体の大棟部分は図のように加工してください。

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　 P２２４をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●片流れ棟部に桟木４５㎜×４５㎜を

　 ２ヶ所に取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張ります。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用棟包み

　 が変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフαＳ本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸

　 １５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みをかぶせます。

　 片流れ用棟包みは、留付釘（ステンレススクリュー釘
　 長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で桟木に
　 留め付けます。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

留付釘＠300
ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木
45×45

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフαＳ

専用釘＠455

棟桟木面

切断

野地板

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフαＳ

桟木45×45

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

片流れ用棟包み

野地板

桟
木

上
端

専用釘

留付釘＠455
（外装材厚み
　＋30㎜以上） 部分断面図

桟
木

上
端

＋
1
0

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

桟
木

上
端

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５

飛び火認定の大臣認定が必要な場合は、大臣認定の別添に従い施工

してください。

注　　意

９－３　納まり詳細図

木造下地 横暖ルーフＳ

 　１）本体仕様

 　４）けらば部

 　６）隅棟部

 　７）谷部

①棟側　壁水切６０×１２０

②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

 　２）主要付属部材一覧表

 　３）軒先部 軒先唐草４０

 　９）片棟部 片流れ用棟包み

 　５）大棟部

 　８）下屋根部

①けらば唐草４０

②けらば包み５０

③段付けらば唐草４０＋段付けらば

④けらば水切８５（１１０）

①谷樋

②谷樋＋見切縁１２

①棟包み２１０

②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

③棟巴２１０Ｌ

①棟包み２１０

②隅棟カバー（隅棟カバー急勾配用）
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１）本体仕様

 

 ■横暖ルーフＳ　本体

　横暖ルーフＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■けらば唐草４０  ■けらば包み５０

 ■剣先２１０

 ■軒先唐草４０

 ■隅棟カバー  ■捨て谷８０

 ■段付けらば（左右）

 ■段付けらば軒先（左右）

 ■段付けらば唐草４０

 ■けらばキャップ５０（左右）

 ■隅棟捨て板

(95)
19

80

40
(98)

19

117

40

55

30

15

30

50

80
30

80

15104

30

250

30
49

89

15

20

392

3535

170

170

0

60

286

0

60

286

31

31

80

42 20

47

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKC3F0**  （左）】

【品番：BKC1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BDK3F0**  （左）】

【品番：BDK1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDK7F0**  （左）】

【品番：BDK5F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BSM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

働き長さ：3,030

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム 備考：横暖ルーフＳ１８２０の働き長さは1,820㎜

２）主要部材一覧表

(309)

働き幅：260

8

1
2

※左右勝手あり

※左右勝手あり

※棟包み２１０用
※2寸5分以上3寸5分未満に対応

 ■隅棟カバー（急勾配用）

379

3535

【品番：BSM3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

※3寸5分以上5寸未満に対応

【品番：BKZ4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■けらば水切８５

90

95

8
5

2
0

2
4

※左右勝手あり

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

140

500
30

15

 ■けらば水切１１０

【品番：BKZ7F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

110 20
24

100

88
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１）本体仕様

 

 ■横暖ルーフＳ　本体

　横暖ルーフＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■けらば唐草４０  ■けらば包み５０

 ■剣先２１０

 ■軒先唐草４０

 ■隅棟カバー  ■捨て谷８０

 ■段付けらば（左右）

 ■段付けらば軒先（左右）

 ■段付けらば唐草４０

 ■けらばキャップ５０（左右）

 ■隅棟捨て板

(95)
19

80

40
(98)

19

117

40

55

30

15

30

50

80
30

80

15104

30

250

30
49

89

15

20

392

3535

170

170

0

60

286

0

60

286

31

31

80

42 20

47

【品番：BNK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKD2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKC3F0**  （左）】

【品番：BKC1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKK3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BDK3F0**  （左）】

【品番：BDK1F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BDK7F0**  （左）】

【品番：BDK5F0**  （右）】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BSM5F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BKE1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

【品番：BSM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

働き長さ：3,030

表面材：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板　厚み：0.35㎜

芯材：硬質ウレタンフォーム 備考：横暖ルーフＳ１８２０の働き長さは1,820㎜

２）主要部材一覧表

(309)

働き幅：260

8

1
2

※左右勝手あり

※左右勝手あり

※棟包み２１０用
※2寸5分以上3寸5分未満に対応

 ■隅棟カバー（急勾配用）

379

3535

【品番：BSM3F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

※3寸5分以上5寸未満に対応

【品番：BKZ4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■けらば水切８５

90

95

8
5

2
0

2
4

※左右勝手あり

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

 ■けらば水切キャップ８５

　　（左右）

90

84.5

84

74.5

20

13.6

【品番：BKCGF0**(左)】

【品番：BKCＦF0**(右)】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■棟巴２１０Ｌ

105

【品番：BTEBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：500㎜

140

500
30

15

 ■けらば水切１１０

【品番：BKZ7F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

110 20
24

100

88

２）主要部材一覧表

　横暖ルーフＳ 耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

 ■壁水切６０×１２０

 ■共通捨て板  ■雪止め（ウイング）

【品番：BYD4Q0JK】

足・材質：ステンレス

厚み：1.2㎜

【品番：BYS2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BYE3Q0**】

材質：ステンレス
厚み：1.2㎜

【品番：BAM5F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

 ■センター換気棟１８１８

20

25

107

 ■換気棟エンドキャップ

【品番：BKM1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：1,818㎜

【品番：BKM4F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

 ■谷樋  ■見切縁１２

 ■換気棟ジョイント

 ■谷樋用吊り子

【品番：BKM3F051】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜

【品番：BTD1F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BMK8F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

【品番：BTD2F00A】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板
厚み：0.35㎜

 ■共板（コイル）

【品番：ECL1F7**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　幅914㎜×長さ10m

【品番：DSY1Q0**】

材質：変成シリコーン系

 ■シーリング

補修塗料

【品番：DPA4Q0**】

 ■補修塗料

2
.3

50

ステンレススクリュー釘

【品番：JK500E】

材質：ステンレス

サイズ：φ2.3㎜×50㎜

 ■専用釘（本体留付用）

ステンレスビス

【品番：JK1710】

材質：ステンレス

サイズ：φ4.1㎜×27㎜

 ■専用ビス（本体留付用）

27

4
.1

105

105

60

130

27

12

20

70 50
30

120

60

30
15

150
377

914

 ■雪止め（アングル）

※先付けタイプ

※先付けタイプ

 ■ケミカル面戸１３×１５

【品番：BCMCQ10B】

材質：EPDM

長さ：2,000㎜

※垂木に固定できない場合に使用

 

150

※各部材は、2026年3月時点のものです。最新の情報はＮＩＣＨＩＨＡ金属製外壁材・屋根材総合カタログでご確認ください。

両面テープ

13

15

ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

 ■センター換気棟９０９

20

25

107

【品番：BKM2F0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：909㎜

 ■片流れ用棟包み

1
5
0

181

25 20

【品番：BDMBF0**】

材質：塗装高耐食ＧＬめっき鋼板

厚み：0.35㎜　長さ：2,727㎜

シーリング

シーリング
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横暖ルーフＳ

３）軒先部

軒先唐草４０

軒先唐草４０ 留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 および野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフ本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフＳ本体の棟側

　 実に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

　 ます。ただし、垂木への固定が困難な場合は専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を用いて３００㎜

　 以下の間隔で野地板に留め付けます。

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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横暖ルーフＳ

３）軒先部

軒先唐草４０

軒先唐草４０ 留付釘＠300

軒先唐草４０

下葺材

留付釘＠300

専用釘＠455

専用釘＠455

下葺材

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

野地板

野地板

広小舞

広小舞

留付釘＠300

●軒先唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で広小舞

　 および野地板に留め付けます。

●図のように下葺材を張り、横暖ルーフ本体の軒側実を軒先唐草４０に差し込み、横暖ルーフＳ本体の棟側

　 実に専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

　 ます。ただし、垂木への固定が困難な場合は専用ビス（ステンレスビスφ４．１㎜×２７㎜）を用いて３００㎜

　 以下の間隔で野地板に留め付けます。

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

　４）けらば部 ①けらば唐草４０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

けらば唐草４０

留付釘＠455

下葺材

本体現場加工部

けらば唐草４０

下葺材

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

部分断面図

横暖ルーフＳ

シーリング
（強風地域）

本体現場加工部

留付釘＠455

野地板

野地板

垂木

専用釘＠455

専用釘＠455

●けらば唐草４０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で、

　 図の位置に取り付けます。

●下葺材を図のように張り、横暖ルーフＳ本体は

　 専用釘（ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に施工します。

●横暖ルーフＳ本体端部を図のように現場加工し、

   けらば唐草４０へ納めます。強風地域では取り合い

   部にシーリングを施工します。

①けらば唐草先端から

　 図の寸法で切断します。

②長辺端部から４０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を剥がします。

けらば唐草先端

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

③網掛け部分を

　 切り落とします。
④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

⑤けらば唐草先端を巻き込むように

　 折り曲げます。

切断

3333

25 25

4040

切
断

32

横暖ルーフＳ
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横暖ルーフＳ

　４）けらば部 ②けらば包み５０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図

けらば包み５０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠455

桟木30×40

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ５０

下葺材

ケミカル面戸１３×１５

けらば包み５０

桟木30×40

留付釘＠455

　下葺材

野地板 捨て谷８０

野地板

専用釘＠455

ケミカル面戸１３×１５

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木３０㎜×４０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔

　 で桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１３×１５を貼り

　 付け、けらば包み５０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付

　 けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ５０をリベットで

　 けらば包み５０に留め付けるか、留付釘（ステンレスス

　 クリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

次の横暖ルーフ本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

本体現場加工部

けらば

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

20 20

20
20

202020 30

20

2
0

20 20

桟木面

留付釘＠455

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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横暖ルーフＳ

　４）けらば部 ②けらば包み５０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

部分断面図

けらば包み５０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠455

桟木30×40

本体現場加工部

捨て谷８０

けらばキャップ５０

下葺材

ケミカル面戸１３×１５

けらば包み５０

桟木30×40

留付釘＠455

　下葺材

野地板 捨て谷８０

野地板

専用釘＠455

ケミカル面戸１３×１５

●野地板の上に下葺材を張ります。

●けらば部に桟木３０㎜×４０㎜を取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔

　 で桟木に留め付けます。

●本体の図の位置にケミカル面戸１３×１５を貼り

　 付け、けらば包み５０をかぶせるように施工し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて、４５５㎜以下の間隔で桟木に留め付

　 けます。

●軒先端部の仕上げは、けらばキャップ５０をリベットで

　 けらば包み５０に留め付けるか、留付釘（ステンレスス

　 クリュー釘長さ３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

次の横暖ルーフ本体の取り付け
前にシーリングを充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

④Ｒの部分をつぶします。

①けらば桟木面から

　 図の寸法で切断します。

②網掛け部分を切り落とします。

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

⑤接合部から雨水の浸入を

　 防ぐためシーリングを

　 充填します。

本体現場加工部

けらば

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

切り込み

20 20

20
20

202020 30

20

2
0

20 20

桟木面

留付釘＠455

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

　４）けらば部 ③段付けらば唐草４０＋段付けらば

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

段付けらば

下葺材

留付釘＠455

段付けらば
唐草４０

下葺材 留付釘＠455
段付けらば

段付けらば唐草４０

本体現場加工部

ブラインドリベット

垂木

野地板

専用釘＠455

●野地板の上に、段付けらば唐草４０を留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

●下葺材を張り、横暖ルーフＳ本体は専用釘

　 （ステンレススクリュー釘φ２．３㎜×５０㎜）を

　 用いて、４５５㎜以下の間隔で垂木に留め付け

　 ます。

●段付けらばは、けらば小口にかぶせるように

   取り付けます。その際、軒先から段付けらば

   軒先を施工し、以降段付けらばを使用して施

   工します。

●段付けらば軒先および段付けらばは、側面の

   穴からブラインドリベットで留め付けます。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体のけらば部分は図のように加工します。

①段付けらば唐草の端部

　 となる位置を切断します。

②端部から１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

●段付けらばは図のように軒先からかぶせるように取り付けます。

　 軒先は必ず小口付きの「段付けらば軒先」を使用します。

※「段付けらば軒先」、「段付けらば」は形状が

　 左右で逆になります。

　 必ずご確認の上、施工してください。

横暖ルーフＳ

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

10

10

段付けらば唐草端部

段付けらば

段付けらば軒先

切
断

部分断面図

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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　４）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５（１１０）をかぶせます。

●その他の加工例

②けらば水切８５（１１０）は軒先唐草４０にかぶせ、図のように

　 折り曲げます。横暖ルーフＳが軒先唐草４０に差し込めるように、

　 けらば水切８５（１１０）と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を
　 調整してください。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフＳ

①けらば水切８５（１１０）は

　 図のように切断します。
※切り取り寸法は目安です。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を包
むように下葺材を増し張りします。

●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク
リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下
の間隔で桟木に留め付けます。

●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５を
貼ります。（下図の○位置参照）

●横暖ルーフＳは、けらば水切８５（１１０）と重なる
部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

●横暖ルーフＳをけらば水切８５（１１０）に差し込み
ます。

●軒先端部は図のように加工して納めます。　 

●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５
（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め
付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ
３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

40

野地板

けらば水切８５（１１０）

桟木１８×４５

下葺材

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる

けらば水切８５

切り取る

切り込み

20
（※

） 105（130）（※
）

( )内の寸法はけらば水切１１０使用時です。

折り曲げる

つかみ込む

けらば水切と重なる横暖ルーフＳ
釘打ち部は切り取る

けらば水切と重なる
横暖ルーフＳ釘打ち部
は切り取る

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフＳ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

留付釘

写真はイメージです。
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　４）けらば部 ④けらば水切８５（１１０）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・現場加工図［けらば水切キャップを使用しない場合］

●軒先部は、軒先唐草４０にけらば水切８５（１１０）をかぶせます。

●その他の加工例

②けらば水切８５（１１０）は軒先唐草４０にかぶせ、図のように

　 折り曲げます。横暖ルーフＳが軒先唐草４０に差し込めるように、

　 けらば水切８５（１１０）と軒先唐草４０の取り合い部の隙間を
　 調整してください。

けらば水切８５軒先部の加工例 けらば水切８５と軒先唐草の取り合い

横暖ルーフＳ

①けらば水切８５（１１０）は

　 図のように切断します。
※切り取り寸法は目安です。

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

　 ■ケミカル面戸１３×１５の貼り付け位置

●けらば部に桟木１８×４５を取り付け、桟木を包
むように下葺材を増し張りします。

●けらば水切８５（１１０）は留付釘（ステンレススク
リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、４５５㎜以下
の間隔で桟木に留め付けます。

●けらば水切８５（１１０）にケミカル面戸１３×１５を
貼ります。（下図の○位置参照）

●横暖ルーフＳは、けらば水切８５（１１０）と重なる
部分の釘打ち部を切り取ります。（図の○部参照）

●横暖ルーフＳをけらば水切８５（１１０）に差し込み
ます。

●軒先端部は図のように加工して納めます。　 

●軒先端部の仕上げは、けらば水切キャップ８５
（１１０）をリベットでけらば水切８５（１１０）に留め
付けるか、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ
３２㎜以上）で桟木に留め付けます。

40

野地板

けらば水切８５（１１０）

桟木１８×４５

下葺材

けらば水切キャップ８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５

折り曲げ位置

折り曲げる

軒先唐草４０

けらば水切８５

軒先唐草４０

けらば水切８５

かぶせる

けらば水切８５

切り取る

切り込み

20
（※

） 105（130）（※
）

( )内の寸法はけらば水切１１０使用時です。

折り曲げる

つかみ込む

けらば水切と重なる横暖ルーフＳ
釘打ち部は切り取る

けらば水切と重なる
横暖ルーフＳ釘打ち部
は切り取る

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
横暖ルーフＳ

下葺材

桟木１８×４５

部分断面図 図はけらば水切１１０で

表現しています。

留付釘

写真はイメージです。

５）大棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと
裏面紙を剥がす

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の大棟部分は図のように加工します。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②端部から３０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

③端部から２０㎜の位置を

   折り曲げて立ち上げます。

下葺材

専用釘＠455

桟木30×40
留付釘＠300

ケミカル面戸１３×１５

本体現場加工部

棟包み２１０

ケミカル面戸１３×１５

留付釘＠300

桟木30×40

専用釘＠455
棟包み２１０

本体現場加工部

横暖ルーフＳ

専用釘＠455

切断

2
0

野地板

野地板

ケミカル面戸
１３×１５

●棟包み２１０の適用勾配と桟木位置はP２１９を

　 ご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ります。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を外側２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が

　 変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフＳ本体を

　 桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル面戸

　 　 １３×１５を貼り付け、棟包み２１０をかぶせます。

　 棟包み２１０は、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を用いて、３００㎜以下の間隔で

　 桟木に留め付けます。

●けらば部は棟巴２１０Ｌを用いて納めます。

専用釘

部分断面図

下葺材

横暖ルーフＳ

棟桟木面

2
0

3
0 3
0

2
0

20

横暖ルーフＳ
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５）大棟部 ②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を上図のように加

　 工し、けらば水切８５（１１０）に

　 かぶせます。

新築

工　法

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木30×40

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

5

5

10

10

24

95

95

■施工ポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

切り取る

折り曲げる

100程度

シーリング

折り曲げる

横暖ルーフＳ

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。
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５）大棟部 ③棟巴２１０Ｌ

構造

木造耐水合板

下　地

新築

工　法

横暖ルーフＳ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸13×15

①棟巴２１０Ｌは屋根勾配に合わせてけらば包み５０と桟木の上に

　 かぶせます。

※図はイメージです。実際は桟木を下葺材で覆ってください。

②棟包み２１０、棟巴２１０Ｌ、けらば包み５０が交わる部分に

　 捨てシーリングを施工します。

棟巴２１０Ｌ

棟包み２１０

シーリング

シーリング

シーリング

けらば包み５０

けらば包み５０

　 ●棟巴２１０Ｌはけらば部材に応じて切り取り折り曲げ加工します。

　 ●けらば部材下端にあわせて、棟巴２１０端部をつかみこみます。

　 ●棟巴２１０Ｌとけらば部材が交わる部分はシーリングを施工します。

桟木30×40(棟包み用)

棟巴２１０Ｌ

けらば包み５０
シーリング

けらば水切８５（１１０）

ケミカル面戸１３×１５
けらば唐草４０ 段付けらば

切り取り曲げる

　■施工手順：けらば包み５０の例

　■側面図：各けらば部材

　＜けらば包み５０＞

下葺材※

A部

現場にて採寸

　

　＜けらば水切８５（１１０）＞

　＜けらば唐草４０＞ 　＜段付けらば＞

　＜棟巴２１０Ｌの加工＞
けらば水切の例

A部加工の目安

けらば包み けらば水切

切り取る 切り取る

切りこみ

50程度
95程度

各寸法はあくまで目安です。加工前には必ず採寸をお願いします。

桟木18×45
（けらば水切用）

シーリング

桟木30×40
（けらば包み用）

棟巴２１０Ｌ

棟巴２１０Ｌ

ケミカル面戸１３×１５

桟木30×40(棟包み用) 桟木30×40(棟包み用)

けらば水切につかみこむ

つかみこむ

棟巴２１０Ｌ

桟木30×40(棟包み用)

横暖ルーフＳ

５）大棟部 ②棟包み２１０＋けらば水切８５（１１０）

構造

木造耐水合板

下　地

①大棟部のけらば水切８５（１１０）

　 は図のように切断加工します。

②もう一方のけらば水切８５（１１０）

　 は、先行して施工したけらば

　 水切８５（１１０）にかぶせます。

③棟包み２１０を上図のように加

　 工し、けらば水切８５（１１０）に

　 かぶせます。

新築

工　法

●けらば水切８５（１１０）と棟包み２１０との取り合いは、棟包み２１０を加工します。

●棟包み２１０の端部は図のように加工します。

●けらば水切８５（１１０）の上に棟包み２１０をかぶせ、シーリングを施工します。

下葺材

桟木30×40

現場加工部

棟包み２１０

野地板

棟包み２１０

シーリング

5

5

10

10

24

95

95

■施工ポイント・現場加工図

＜棟包み２１０端部の加工＞

切り取る

折り曲げる

100程度

シーリング

折り曲げる

横暖ルーフＳ

けらば水切８５（１１０）

けらば水切８５（１１０）

写真はイメージです。
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６）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の隅棟部分を図のように加工します。

専用釘＠455

留付釘＠300

桟木30×40

棟包み２１０

本体現場加工部

②端部から３０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥

   がします。

①棟桟木面から図の寸法で

　 切断します。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれがあり

　 ます。

●隅棟部は図のように加工した横暖

　 ルーフＳ本体を施工し、本体の図の

　 位置にケミカル面戸１３×１５を貼

　 り付け、棟包み２１０をかぶせます。

   棟包みは、留付釘（ステンレススク

　 リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。④切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

■剣先２１０の取り付け

●隅棟に棟包み２１０を使用する

　 場合は、剣先２１０を図のように

　 施工します。

次の横暖ルーフＳ本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

下葺材

ケミカル面戸１３×１５

切
断

野地板

切り込み

棟桟木面

横暖ルーフＳ

シーリング

剣先２１０

20

50

20

20

20
30

20

20

20

20

20

ケミカル面戸１３×１５
ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフＳ

棟包み２１０

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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６）隅棟部 ①棟包み２１０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の隅棟部分を図のように加工します。

専用釘＠455

留付釘＠300

桟木30×40

棟包み２１０

本体現場加工部

②端部から３０㎜の位置まで

　 芯材ウレタンと裏面紙を剥

   がします。

①棟桟木面から図の寸法で

　 切断します。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を外側２ヶ所に取り付け、桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※棟包み２１０に乗らないでください。工具・部材も置かないでください。棟包み２１０が変形するおそれがあり

　 ます。

●隅棟部は図のように加工した横暖

　 ルーフＳ本体を施工し、本体の図の

　 位置にケミカル面戸１３×１５を貼

　 り付け、棟包み２１０をかぶせます。

   棟包みは、留付釘（ステンレススク

　 リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で桟木に留め

　 付けます。

●剣先は下図のように施工します。

③網掛け部分を切り落とします。

⑥接合部から雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

⑤Ｒの部分をつぶします。④切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

■剣先２１０の取り付け

●隅棟に棟包み２１０を使用する

　 場合は、剣先２１０を図のように

　 施工します。

次の横暖ルーフＳ本体の
取り付け前にシーリング
を充填する

本体取り付け後
シーリングを充填する

下葺材

ケミカル面戸１３×１５

切
断

野地板

切り込み

棟桟木面

横暖ルーフＳ

シーリング

剣先２１０

20

50

20

20

20
30

20

20

20

20

20

ケミカル面戸１３×１５
ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフＳ

棟包み２１０

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

　６）隅棟部 ②隅棟カバー （隅棟カバー急勾配用）

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

谷樋用吊り子＠300

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●隅棟部には、隅棟捨て板を谷樋用吊り子で

　 取り付けます。吊り子は、留付釘（ステンレス

　 スクリュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、

　 ３００㎜以下の間隔で留め付け、図のように

　 加工した横暖ルーフ本体を施工します。

　 本体施工の際は、隅棟捨て板を避けて施工

　 します。

●横暖ルーフＳ本体の切断部から約１０㎜程度

　 の幅で捨てシーリングを施工します。

●隅棟カバーは横暖ルーフＳ本体の接合部に

　 差し込み、留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で留め付けます。

●屋根の勾配が２寸５分以上３寸５分未満は

　 隅棟カバーを使用し、３寸５分以上５寸以下

   は隅棟カバー急勾配用を使用します。

下葺材

隅棟捨て板

留付釘

下葺材

隅棟カバー

捨てシーリング

隅棟捨て板 隅棟カバー

本体現場加工部

②端部から１０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

①隅棟中央の位置で切断します。

隅棟中央

切
断

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の隅棟部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
を剥がす

■隅棟カバーの取り付け

①本体切断部から１０㎜程度に

　 捨てシーリングを施工します。

②隅棟カバーを取り付け、釘打ち部

　 に留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）で固定します。

隅棟カバー

釘打ち部

留付釘

留付釘

捨てシーリング

捨てシーリング 10

野地板

野地板

部分断面図

谷樋用吊り子
＠300

横暖ルーフＳ

10

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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７）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフＳ

●谷樋の接合部についてはＰ２７０をご確認ください。

　 本体を谷樋折り返し部分に引っ掛けるよう

　 にして施工します。

下葺材
谷樋

本体現場加工部本体現場加工部

谷樋

下葺材

谷樋用吊り子＠300

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を

　 切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の谷樋部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
剥がす

20（下図参照）

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を

　 剥がします。

本体現場加工部

留付釘

留付釘

野地板

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフＳ

部分断面図

横暖ルーフＳ

切り込み

谷樋返し部

20

50

40

40 40

40

切
断

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で

　 配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて留め付けます。本体施工

　 の際は、谷樋を避けて施工します。

谷樋用吊り子＠300 横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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７）谷部 ①谷樋

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分は図のように加工した横暖ルーフＳ

●谷樋の接合部についてはＰ２７０をご確認ください。

　 本体を谷樋折り返し部分に引っ掛けるよう

　 にして施工します。

下葺材
谷樋

本体現場加工部本体現場加工部

谷樋

下葺材

谷樋用吊り子＠300

⑤谷樋返し部を巻き込むように

　 折り曲げます。

④切り込みを入れた部分を

　 水平に起こします。

③網掛け部分を

　 切り落とします。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の谷樋部分は図のように加工します。

芯材ウレタンと裏面紙を
剥がす

20（下図参照）

①谷樋返し部から図の寸法で切断します。

②端部から５０㎜の位置まで

　 芯材のウレタンと裏面紙を

　 剥がします。

本体現場加工部

留付釘

留付釘

野地板

野地板

谷樋用吊り子

谷樋

横暖ルーフＳ

部分断面図

横暖ルーフＳ

切り込み

谷樋返し部

20

50

40

40 40

40

切
断

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付け

　 ます。谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で

　 配置し、留付釘（ステンレススクリュー釘長さ

　 ３２㎜以上）を用いて留め付けます。本体施工

　 の際は、谷樋を避けて施工します。

谷樋用吊り子＠300 横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

７）谷部 ②谷樋＋見切縁１２

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

●野地板の上に、下葺材を張ります。

●谷樋部分の横暖ルーフＳは下図のように折り返

　 し加工します。見切縁１２と谷樋にケミカル面戸

　 １３×１５を貼り付けます。横暖ルーフＳ本体の

　 折り返し加工部と見切縁１２ のハゼとが引っ掛

　 かるまで押し付けます。

●挿着後、見切縁１２を引っ張り、外れないことを

　 確認してください。

●本体施工の際は、谷樋を避けて施工します。

※積雪のある地域では使用できません。

③切り込みを入れた部分を

　 起こします。

■谷樋　接合部

●重ね代にシーリングで３本のビードを作り、上部谷樋を

　 差し込みます。

●接合後小口にシーリングを施工します。

谷樋中央

①横暖ルーフＳ本体を谷樋中央部から

   ３０㎜の位置で切断します。

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の谷樋部分は図のように加工します。

②図の位置２ヶ所に

　 切り込みを入れます。

10～15

水
下

側
：130

水
上

側
：133

20
0

30

10 10 105

5

切り込み
切り込み

切
断

ケミカル面戸１３×１５

谷樋

見切縁１２

下葺材

④端部から５㎜の位置を

   切断します。

※谷樋は図の寸法のように流れの上下で小口の大きさが

　 異なります。水上側に目印がありますので、接合時に
　 注意して施工してください。

切断

シーリング

小口にシーリングを施工

谷樋

見切縁１２

谷樋用吊り子

本体現場加工部
ケミカル面戸１３×１５

留付釘

下葺材
留付釘

野地板

野地板

ケミカル面戸１３×１５

見切縁１２

部分断面図

＠300

谷樋用吊り子＠300

横暖ルーフＳ

加工部
本体現場

●谷樋は谷樋用吊り子を使用し留め付けます。

　 谷樋用吊り子は３００㎜以下の間隔で配置し、

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）

　 を用いて留め付けます。

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

８）下屋根部

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

切断

棟桟木面

2
0 2
0

3
0 3
0

2
0

20

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むよ

   うに下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフＳは、図の

   ように現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を図のように貼り

   付け、壁水切６０×１２０をかぶせるよう

   に施工します。留付釘（ステンレススク

   リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、それ

   ぞれ４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

ケミカル面戸
１３×１５

桟木30×40

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフＳ

下葺材

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

桟木30×40

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ
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①棟側　壁水切６０×１２０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

専用釘＠455

下葺材

本体現場加工部

両面防水テープ

８）下屋根部

③端部から２０㎜の位置を

　 折り曲げて立ち上げます。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。

切断

棟桟木面

2
0 2
0

3
0 3
0

2
0

20

②端部から３０㎜の位置まで芯材

　 ウレタンと裏面紙を剥がします。

芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

部分断面図

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

壁水切６０×１２０

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むよ

   うに下葺材を増し張りします。

●壁取り合い部の横暖ルーフＳは、図の

   ように現場加工し施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を図のように貼り

   付け、壁水切６０×１２０をかぶせるよう

   に施工します。留付釘（ステンレススク

   リュー釘長さ３２㎜以上）を用いて、それ

   ぞれ４５５㎜以下の間隔で留め付けます。

ケミカル面戸
１３×１５

桟木30×40

野地板

専用釘＠455

横暖ルーフＳ

下葺材

本体現場加工部

壁水切６０×１２０

桟木30×40

野地板

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

ケミカル面戸１３×１５

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

横暖ルーフＳ

８）下屋根部 ②流れ側　壁水切６０×１２０＋捨て谷８０

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

■施工ポイント・本体現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の壁付部分は図のように加工します。

②網掛け部分を切り落とします。

端部から３０㎜の位置まで
芯材ウレタンと裏面紙を剥がす

①桟木面から図の

　 寸法で切断します。

桟木面

20

2
0

部分断面図

●野地板上に、下葺材を張ります。

●桟木３０×４０を取り付け、桟木を包むように

　 下葺材を増し張りします。

●捨て谷８０は留付釘（ステンレススクリュー釘

　 長さ３２㎜以上）を、４５５㎜以下の間隔で桟

   木に留め付け、図のように加工した横暖ルー

   フＳ本体を施工します。

●ケミカル面戸１３×１５を横暖ルーフＳ本体

　 に図のように貼り付け、壁水切６０×１２０

　 をかぶせるように施工します。図のように

　 留付釘（ステンレススクリュー釘長さ３２㎜

　 以上）を用いて、４５５㎜以下の間隔で留め

　 付けます。

切り込み

留付釘＠455

桟木30×40

野地板
捨て谷８０

ケミカル面戸１３×１５
本体
現場
加工部

下葺材

壁水切６０×１２０

野地板

壁水切
６０×１２０

捨て谷８０

ケミカル面戸
１３×１５

留付釘＠455

両面防水テープ

桟木30×40

横暖ルーフＳ

留付釘＠455

ケミカル面戸
１３×１５

③切り込みを入れた部分から

　 垂直に起こします。

④Ｒの部分をつぶします。

⑤接合部からの雨水の浸入を防ぐため

　 シーリングを充填します。

次の横暖ルーフＳ本体の取り付け前に
シーリングを充填する

本体取り付け後、シーリング
を充填する

本体現場加工部

横暖ルーフＳ

切
断

下葺材

20 30 20

20

20

20

20

20

20

20

横暖ルーフＳ



266

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

基
本
納
ま
り
図

本
体
･
付
属
部
材

詳
細
図

付
属
部
材
加
工
図

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

木
造
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

金
属
胴
縁
編

セ
ン
タ
ー
サ
イ
デ
ィ
ン
グ

鉄
骨
造 

直
張
り
編

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

標
準
施
工
法

セ
ン
タ
ー
ル
ー
フ

納
ま
り
詳
細
図

参
考
資
料

横暖ルーフＳ

９）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

桟
木

上
端

＋
1
0

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の大棟部分は図のように加工してください。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフＳ

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木30×40

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフＳ

専用釘＠455

棟桟木面

切断

桟
木

上
端

野地板

野地板

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　P２２４をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ってください。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用

　 棟包みが変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフＳ本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル

   面戸１５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みを

   かぶせてください。片流れ用棟包みは、留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を、

   ３００㎜以下の間隔で桟木に留め付けてください。
※横暖ルーフαＳ用のケミカル面戸１５×３５を使用します。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

専用釘

部分断面図

桟木30×40

片流れ用棟包み

桟
木

上
端

留付釘＠455
（外装材厚み＋30㎜以上）
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横暖ルーフＳ

９）片棟部 片流れ用棟包み

耐水合板

構造

木造新築

工　法 下　地

芯材ウレタンと

裏面紙を剥がす

桟
木

上
端

＋
1
0

■施工ポイント・現場加工図

●横暖ルーフＳ本体の大棟部分は図のように加工してください。

①棟桟木面から

　 図の寸法で切断します。
②桟木上端＋１０㎜の位置まで芯材の

　 ウレタンと裏面紙を剥がしてください。

③端部から桟木上端の位置で

   折り曲げて立ち上げます。

下葺材

専用釘＠455

横暖ルーフＳ

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

現場加工部

留付釘＠300

ケミカル面戸１５×３５

下葺材

桟木30×40

片流れ用棟包み

現場加工部

横暖ルーフＳ

専用釘＠455

棟桟木面

切断

桟
木

上
端

野地板

野地板

桟
木

上
端

ケミカル面戸
１５×３５

●片流れ用棟包みの適用勾配と桟木位置は

　P２２４をご参照ください。

●野地板の上に下葺材を張ってください。

●棟部に桟木３０㎜×４０㎜を２ヶ所取り付け、

　 桟木を包むように下葺材を増し張りします。

※片流れ用棟包みに乗らないでください。

　 工具・部材も置かないでください。片流れ用

　 棟包みが変形するおそれがあります。

●棟部を図のように加工した横暖ルーフＳ本体

　 を桟木に施工し、本体の図の位置にケミカル

   面戸１５×３５を貼り付け、片流れ用棟包みを

   かぶせてください。片流れ用棟包みは、留付釘

　 （ステンレススクリュー釘長さ３２㎜以上）を、

   ３００㎜以下の間隔で桟木に留め付けてください。
※横暖ルーフαＳ用のケミカル面戸１５×３５を使用します。

●外壁面側は化粧破風あるいはサイディングの上から、

　留付釘（ステンレススクリュー釘・外装材厚み+30㎜以上）

　で４５５㎜以下の間隔で必ず下地に留め付けます。

●けらば部は片流れ用棟包みを加工して納めます。

専用釘

部分断面図

桟木30×40

片流れ用棟包み

桟
木

上
端

留付釘＠455
（外装材厚み＋30㎜以上）




